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χLP 五百EZ[帝京-(akτ)2Jrρ19m (7) 



































電子状態が実現している。有機分子BEDT-TTF Cbis( eth)おnedithiolo )tetrathiofulvalene 























































図 2:α-(BEDT-TTF)213のエネルギーバンドa 縦軸はエネivギ一、横軸は波数kx，kyo 2つの













冗= 2: k.vん? (12) 
ρ=O，x，y，z 
この方程式はcrossingpointの波動関数を基底に選んだLuttinger-Kohn表示に基づ、いてい
る。冗はハミルトニアン、 kは2次元運度量ベクトル、 σ。誌単性行列、 σm句ぅ σzはPauli













σ品 ω)=去[争JLV(q， w+ i8)一色V(q，i8)]， (13) 
1 rβrβ 
九 (q，iwλ) =会A吋 γ 的，xp山λ(7-7')




















ε2 ，_ 1 + X2 
= . ~ ')(1 +一一一一争(X))，す\~ I 21XI (19) 
ここで釘X)=π/2 -tan-1[(1 -X2)/2IXIl、 Xは横軸はr。でスケールしたフェルミエ
ネルギーX=μ/foである。 X=oのときフェルミエネルギーはcrossingpoint ~こ一致す














σxy(ω) = (Lxy(ω+ id) -L勾 (id))/iw (20) 
Lxy(ぬ)=写TI:I:苛[-JxG(+ )JxG( + )JyGJyG 
しむ n k 
- JxG( + ) JyGJyGJxG -JxG( +)ゐG(+ )JxG( + )JyG 
十 JxG(十)JxG(+ )JyG( +)みG+ JxG(十)JyG(+ ) JyGJxG 




函 4~こホール伝導率 σxy (実繰)とその成分である 2つの項?σ~y (破線) とσ:ν(点線)
を示す。 (σxy- σ23+σ~y) ここではディラック・コーンの軸の額き (tilting) のない場合示
している。実線のσxyはグラフィンのvVeyl方程式に基づ、いて計算された結果[1可と一致


























&三一C一一互ー=J(O) + J(1) 
δAq 
/δE:- ~ ¥ 
1.¥0) = -e ，瓦プ， 1 
~ ¥ 0 三k_J 
δkv / 
~2 I δ2ε;十~ ¥ 
41)=-TZ41戸ka 8~k } 










4e H ~ r r _ _ _ _ r dra=-τ'~:J< L I I dkxdんIdε 
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